
 

当
組
合
は
、
去
る
３
月
１８
日

（
金
）
午
前
９
時
か
ら
、
市
場
部

管
理
棟
２
階
会
議
室
に
お
い
て

「
令
和
４
年
度
通
常
総
会
」
を

開
催
い
た
し
ま
し
た
。 

当
日
は
、
正
組
合
員
６１
名
の
う

ち
、
本
人
出
席
及
び
議
決
権
行

使
書
面
に
よ
る
者
を
合
わ
せ
５２

名
の
出
席
を
得
て
、
令
和
３
年

度
事
業
報
告
、
４
年
度
事
業
計

画
な
ど
１０
議
案
と
附
帯
決
議
の

審
議
等
を
行
い
ま
し
た
。 

 

当
日
の
進
行
は
、
西
川
組
合

長
の
挨
拶
に
続
い
て
増
田
副
組

合
長
か
ら
令
和
３
年
度
水
揚
優

秀
船
と
優
良
船
員
の
披
露
（
水

揚
優
秀
船
の
う
ち
優
勝
船
は
、

別
記
の
と
お
り
）
を
行
い
ま
し

た
。
引
き
続
い
て
、
中
野
弘
道
焼

津
市
長
及
び
井
林
辰
憲
衆
議
院

議
員
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
御

紹
介
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
後

の
議
事
は
、
勇
章
丸
の
久
保
山

成
正
氏
を
議
長
と
し
て
進
め
ら

れ
、
提
出
さ
れ
た
議
案
は
す
べ

て
異
議
な
く
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

 

総
会
の
議
案
は
次
の
と
お
り

で
す
。 

 

（
議 

案
） 

 

第
１
号
議
案 

令
和
３
年
度
貸
借
対
照
表
、
損

益
計
算
書
、
剰
余
金
処
分
案
、
注

記
表
及
び
事
業
報
告
等
承
認
の

件 

漁
業
及
び
当
組
合
を
取
り
巻
く

環
境
が
依
然
と
し
て
予
断
を
許

さ
な
い
状
況
が
続
い
て
い
る
こ

と
等
か
ら
、
内
部
留
保
に
配
慮

す
る
と
と
も
に
今
後
の
事
業
展

開
等
を
勘
案
し
て
、
別
冊
の
と

お
り
と
す
る
。 

（
監
査
報
告
） 

  
第
２
号
議
案 

令
和
４
年
度
賦
課
金
の
額
、
徴

収
時
期
及
び
徴
収
方
法
決
定
の

件 令
和
４
年
度
に
お
け
る
賦
課
金

の
額
、
徴
収
時
期
及
び
徴
収
方

法
は
、
指
導
事
業
の
円
滑
な
取

り
組
み
を
図
る
た
め
、
次
の
と

お
り
と
す
る
。 

①
賦
課
金
の
額 

 
 

６
，
５
０
６
，
１
０
０
円 

（
た
だ
し
、
令
和
４
年
１
月
１

日
現
在
の
所
属
漁
船
隻
数
に
よ

る
。
） 

②
徴
収
時
期
及
び
徴
収
方
法 

 

４ 

月 

６ 

日
ま
で
に
４
分
の
１ 

 

６ 

月
２４
日
ま
で
に
４
分
の
１ 

 

９ 

月
２７
日
ま
で
に
４
分
の
１ 

 

１２
月
２３
日
ま
で
に
４
分
の
１ 

を
下
記
漁
業
種
類
別
の
基
準
に

よ
り
徴
収
す
る
。 

た
だ
し
、
沿
岸
漁
船
に
つ
い
て

は
、
４
月
６
日
ま
で
に
全
額
を

徴
収
す
る
も
の
と
す
る
。 

 
 

 
 

記 

〈
漁
業
種
類
別
賦
課
金
の
額
〉 

１ 

遠
洋
鮪
漁
船 

 
 
 

１
隻
当
た
り 

３２
万
円 

２ 

海
外
旋
網
漁
船 

 
 

 

１
隻
当
た
り 

３２
万
円 

３ 

沿
岸
漁
船 

⑴
船
舶
総
ト
ン
数
１０
ト
ン
以
上

１
隻
当
た
り 

８
千
円 

⑵
船
舶
総
ト
ン
数
５
ト
ン
以
上 

 

１０
ト
ン
未
満 

 
 

１
隻
当
た
り 

４
千
７
百
円 

⑶
船
舶
総
ト
ン
数
３．５
ト
ン
以
上 

 

５
ト
ン
未
満 

 
 

１
隻
当
た
り 

２
千
７
百
円 

⑷
船
舶
総
ト
ン
数
３．５
ト
ン
未
満 

 
 

１
隻
当
た
り 

１
千
４
百
円 

  

第
３
号
議
案 

令
和
４
年
度
事
業
計
画
設
定
の

件 漁
業
及
び
当
組
合
を
取
り
巻
く

環
境
が
依
然
と
し
て
厳
し
い
状

況
に
あ
る
が
、
今
後
の
事
業
展

開
等
を
勘
案
し
て
、
別
冊
の
と

お
り
と
す
る
。 

  

第
４
号
議
案 

理
事
報
酬
決
定
の
件 

令
和
４
年
度
に
お
け
る
理
事
９

名
の
報
酬
等
は
、
昨
年
度
の
支

給
実
績
、
本
年
度
の
執
行
体
制 

 

及
び
経
済
情
勢
等
を
勘
案
し
、

総
額
５
，
３
５
０
万
円
以
内
（
た

だ
し
、
使
用
人
兼
務
役
員
の
給

与
等
は
含
ま
な
い
。
）
と
し
、
各

理
事
の
配
分
等
に
つ
い
て
は
理

事
会
に
一
任
す
る
。 

  

第
５
号
議
案 

監
事
報
酬
決
定
の
件 

令
和
４
年
度
に
お
け
る
監
事
２

名
の
報
酬
等
は
、
昨
年
度
の
支

給
実
績
、
本
年
度
の
監
事
体
制 

 

及
び
経
済
情
勢
等
を
勘
案
し
、

総
額
３
５
０
万
円
以
内
と
し
、

各
監
事
の
配
分
等
に
つ
い
て
は

監
事
会
に
一
任
す
る
。 

  

第
６
号
議
案 

借
入
金
の
最
高
限
度
決
定
の
件 

令
和
４
年
度
に
お
け
る
借
入
金

の
最
高
限
度
は
、
昨
年
度
の
借

入
実
績
及
び
本
年
度
の
事
業
運

営
等
を
勘
案
し
、
６０
億
円
と
す

る
。 

  

第
７
号
議
案 

余
裕
金
の
預
入
先
等
決
定
の
件 

令
和
４
年
度
に
お
け
る
余
裕
金

の
預
入
先
は
、
農
林
中
央
金
庫

及
び
東
日
本
信
漁
連
の
ほ
か
、

昨
年
度
の
預
入
実
績
等
を
勘
案

し
、
下
記
の
と
お
り
と
す
る
。 

 
 
 

 

記 

〈
銀
行
又
は
信
用
金
庫
〉 

静
岡
銀
行
、
し
ず
お
か
焼
津
信

用
金
庫
、
清
水
銀
行
、
ス
ル
ガ
銀

行
、
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行 

  

第
８
号
議
案 

役
員
退
職
慰
労
金
等
支
給
の
件 

令
和
３
年
７
月
３１
日
に
理
事
を

辞
任
し
た
近
藤
鉄
郎
氏
並
び
に

任
期
満
了
を
持
っ
て
退
任
す
る

増
田
常
男
氏
、
鈴
木
伸
吾
氏
、
伊

藤
彰
悟
氏
及
び
髙
橋
靖
二
氏
に

対
し
て
、
在
任
中
の
労
に
報
い

る
た
め
、
そ
の
在
任
期
間
に
応

じ
て
当
組
合
役
員
退
職
慰
労
金

支
給
規
程
等
の
基
準
に
基
づ
い

た
範
囲
内
に
お
い
て
、
役
員
退

職
慰
労
金
等
を
下
記
の
通
り
支

給
す
る
。
な
お
、
個
別
の
役
員
退

職
慰
労
金
等
の
支
給
金
額
、
支

給
方
法
及
び
支
給
時
期
等
に
つ

い
て
は
理
事
会
に
一
任
す
る
。 

  

第
９
号
議
案 

焼
津
漁
業
協
同
組
合 

定
款
、
組

合
員
資
格
審
査
規
程
及
び
役
員

選
任
規
程
一
部
変
更
の
件
（
特

別
決
議
事
項
） 

漁
業
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

等
の
法
律
に
よ
り
、
水
産
業
協

同
組
合
法
に
お
い
て
漁
業
協
同

組
合
の
事
業
や
役
員
の
要
件
に

関
す
る
改
正
等
が
行
わ
れ
た
こ

と
を
踏
ま
え
て
、
模
範
定
款
例

が
一
部
改
正
さ
れ
た
こ
と
な
ど

か
ら
、
当
組
合
の
定
款
、
組
合
員

資
格
審
査
規
程
及
び
役
員
選
任

規
程
の
一
部
を
変
更
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
あ
る
。 

な
お
、
焼
津
漁
業
協
同
組
合
定

款
、
組
合
員
資
格
審
査
規
程
及

び
役
員
選
任
規
程
の
変
更
内
容

等
は
、
別
紙
新
旧
対
照
表
の
通

り
と
し
、
こ
の
総
会
に
お
い
て

承
認
後
、
行
政
庁
（
静
岡
県
知
事
）

に
対
し
て
認
可
申
請
し
、
認
可

日
か
ら
施
行
す
る
。 

  

第
１０
号
議
案 

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
選
任
の

件
（投
票
に
よ
る
選
任
） 

選
任
す
る
理
事 

９
名 

選
任
す
る
員
外
監
事
以
外
の
監

事 

１
名 

選
任
す
る
員
外
監
事 

１
名 

 

現
在
の
理
事
及
び
監
事
全
員
は
、

こ
の
総
会
を
も
っ
て
３
年
間
の

任
期
が
満
了
と
な
る
の
で
、
上

記
の
通
り
選
任
す
る
。
そ
れ
ぞ

れ
の
候
補
者
は
別
紙
の
通
り
と

す
る
。 

な
お
、
こ
の
議
案
の
監
事
に
関

す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
監
事

の
同
意
を
得
て
い
る
。 

ま
た
、
当
組
合
は
、
共
栄
火
災
海

上
保
険
株
式
会
社
と
の
間
で
、

役
員
を
被
保
険
者
と
し
た
役
員

賠
償
責
任
保
険
契
約
（
水
協
法

第
３９
条
の
８
に
規
定
す
る
保
険

契
約
）
を
締
結
し
て
い
る
。
当
該

契
約
は
、
被
保
険
者
が
負
担
す

る
こ
と
に
な
る
法
律
上
の
損
害

賠
償
金
や
争
訟
費
用
の
損
害
等

を
２
億
円
を
限
度
と
し
て
補
填

す
る
も
の
で
あ
る
。 

  

附
帯
決
議 

本
日
の
決
議
事
項
の
う
ち
、
組

合
員
の
権
利
義
務
に
関
係
し
な

い
軽
微
な
事
項
の
修
正
及
び
違

算
、
誤
字
の
訂
正
並
び
に
法
令

そ
の
他
行
政
庁
の
処
分
又
は
こ

れ
に
基
づ
く
指
示
に
よ
る
場
合

に
は
、
必
要
な
字
句
の
修
正
を

理
事
に
一
任
す
る
。 

  

報
告
事
項
① 

総
会
の
議
決
事
項
に
か
か
わ
る

処
理
の
状
況
に
つ
い
て 

令
和
３
年
度
通
常
総
会
（
令
和

３
年
３
月
１７
日
開
催
）
の
議
決

事
項
に
つ
い
て
は
、
別
紙
の
と

お
り
処
理
し
た
。 

  

報
告
事
項
② 

不
祥
事
件
に
関
す
る
報
告
に
つ

い
て 

令
和
３
年
１０
月
に
当
組
合
魚
市

場
に
お
い
て
冷
凍
カ
ツ
オ
の
窃

盗
事
件
が
発
覚
し
、
当
組
合
職

員
２
名
と
元
職
員
１
名
及
び
市

場
買
受
人
の
加
工
会
社
元
社
長

と
役
員
、
市
内
ト
ラ
ッ
ク
運
送

会
社
に
所
属
す
る
運
転
手
２
名

の
合
計
７
名
が
逮
捕
さ
れ
、
こ

の
う
ち
、
当
組
合
職
員
１
名
の

他
４
名
が
起
訴
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
事
件
の
詳
細
に
つ
き
ま
し

て
は
、
当
組
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
、
事
件
発
生
を
受
け
て
即

日
設
置
し
た
「
調
査
委
員
会
」
に

よ
る
調
査
報
告
書
に
て
公
開
を

し
ま
し
た
。
今
回
の
事
件
が
、
公

共
性
・
公
平
性
が
求
め
ら
れ
る

魚
市
場
で
の
窃
盗
事
件
に
当
組

合
職
員
が
関
与
し
て
い
た
こ
と

は
、
当
組
合
及
び
魚
市
場
の
信

用
を
著
し
く
失
墜
さ
せ
、
そ
の

社
会
的
反
響
も
大
き
く
、
特
に

水
産
都
市
や
い
づ
を
掲
げ
る
焼

津
市
内
の
経
済
へ
の
影
響
が
懸

念
さ
れ
る
も
の
と
認
識
し
て
お

り
ま
す
。 

今
回
の
よ
う
な
事
件
が
二
度
と

起
こ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
令

和
３
年
１２
月
に
外
部
の
弁
護
士

を
中
心
と
し
た
「
再
発
防
止
委

員
会
」
を
設
置
し
、
こ
の
委
員
会

で
は
令
和
４
年
６
月
ま
で
に
再

発
防
止
策
を
取
り
ま
と
め
、
組

合
長
に
対
し
提
言
を
す
る
こ
と

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

当
組
合
と
し
ま
し
て
は
、
再
発

防
止
委
員
会
か
ら
の
提
言
を
真

摯
に
受
け
止
め
、
再
発
防
止
と

信
頼
回
復
に
向
け
て
役
職
員
一

丸
と
な
っ
て
全
力
で
取
り
組
ん

で
参
り
ま
す
。

 

 
 

  

令
和
３
年
度  

 
 
 

水
揚
優
秀
船
・
優
良
船
員
表
彰 

 

水
揚
優
秀
船
と
優
良
船
員
の
表

彰
は
、
当
組
合
が
水
産
業
の
振

興
を
目
的
と
し
て
毎
年
行
っ
て

い
る
も
の
で
、
表
彰
船
や
乗
組

員
の
多
く
が
洋
上
に
い
る
こ
と

か
ら
、
贈
呈
さ
れ
る
被
表
彰
船

（
者
）
が
焼
津
港
に
水
揚
げ
入

港
す
る
機
会
を
利
用
し
、
順
次
、

船
主
・
漁
撈
長
に
対
し
て
直
接

表
彰
を
し
て
お
り
ま
す 

本
年

最
初
の
表
彰
は
、
遠
洋
鰹
漁
船

で
優
勝
し
た
「
第
８
勝
栄
丸
」

で
、
５
月
６
日
（
金
）
午
前
９
時

か
ら
組
合
来
賓
室
に
お
い
て 

 

行
い
、
西
川
組
合
長
か
ら
表
彰

状
と
記
念
品
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。 

 

な
お
、
左
記
の
区
分
ご
と
の

優
勝
船
に
つ
い
て
も
順
次
表

彰
を
し
て
お
り
ま
す
。 

 

◆
遠
洋
鮪
漁
船 

 
 

 
 
 

 

第
５３
欣
栄
丸 

◆
遠
洋
鰹
漁
船 

 
 

 
 

 
 

第
８
勝
栄
丸 

◆
海
外
旋
網
漁
船 

 
 

７
５
０
ト
ン
以
上 

 
 
 
 
 
 

 

第
７
わ
か
ば
丸 

◆
海
外
旋
網
漁
船 

 
 

７
５
０
ト
ン
未
満 

 
 
 
 
 

 
 

第
１８
常
磐
丸 
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新
役
員 

 

▼
代
表
理
事
組
合
長 

 
 
 

 
 
 

西
川 

角
次
郎 

▼
専
務
理
事 

 
 

 
 

 
 

松
永 

喜
一
郎 

▼
常
務
理
事 

 
 
 

 
 
 

久
保
山 

悦
広 

▼
常
任
理
事 

 
 
 

 
 
 

白
石 

一
二
朗 

▼
理
事 

 
 
 

 
 
 

山
田 

昌
宏 

 
 
 

 
 
 

西
川 

兼
一 

 
 

 
 

 
 

石
津 

裕
通 

 
 
 

 
 
 

橋
ヶ
谷 

長
生 

 
 
 

 
 
 

原
田 

眞
治 

▼
代
表
監
事 

 
 
 

 
 
 

森 

幸
裕 

▼
監
事 

 

 
 

 
 

 
  

安
井 

博
史 



  

４
月
５
日
（
火
）
午
前
１０
時

か
ら
焼
津
神
社
に
お
い
て
「
水

産
翁
慰
霊
祭
」
が
執
り
行
わ
れ

ま
し
た
。 

「
水
産
翁
慰
霊
祭
」
は
、
水
産
都

市
焼
津
の
礎
を
築
い
た
山
口
平

右
ェ
門
・
片
山
七
兵
衛
・
服
部
安

次
郎
と
い
う
３
名
の
水
産
翁
の

偉
業
を
讃
え
、
こ
れ
を
広
く
後

世
に
伝
え
る
た
め
、
昭
和
３５
年

に
、
焼
津
信
用
金
庫
・
焼
津
鉄
工

所
・
昭
和
漁
業
・
赤
阪
鉄
工
所
・

焼
津
漁
業
協
同
組
合
の
関
係
者

に
よ
り
「
水
産
翁
顕
彰
会
」
が
結

成
さ
れ
、
別
々
に
建
立
し
て
い

た
片
山
・
服
部
両
翁
の
台
座
を

焼
津
神
社
境
内
に
あ
っ
た
山
口

翁
碑
に
並
列
し
て
移
し
、
両
翁

顕
彰
の
碑
を
建
立
、
昭
和
３７
年

に
片
山
・
服
部
両
翁
顕
彰
碑
除

幕
式
と
三
翁
の
慰
霊
祭
を
盛
大

に
挙
行
し
て
以
後
、
毎
年
４
月

に
行
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

翌
６
日
（
水
）
の
午
前
１０
時

か
ら
は
、
解
凍
売
場
・
鮮
魚
売
場

を
会
場
と
し
て
「
浦
ま
つ
り
・
大

漁
祈
願
祭
」
を
行
い
、
水
産
関
係

者
の
御
参
列
を
い
た
だ
き
、
玉

串
を
奉
奠
し
て
航
海
の
安
全
と

大
漁
を
祈
願
い
た
し
ま
し
た
。 

 

引
き
続
い
て
、
午
後
１
時
か

ら
は
、
焼
津
市
仏
教
会
の
御
協

力
に
よ
り
「
放
生
会
・
海
上
安
全

祈
願
会･

魚
族
供
養
」
を
焼
津
・

小
川
両
漁
協
の
共
催
に
よ
り
執

り
行
い
ま
し
た
。
当
日
は
、
漁
業

者
や
水
産
加
工
流
通
業
者
及
び
、

焼
津
市
を
は
じ
め
と
す
る
関
係

者
が
列
席
す
る
中
、
最
初
に
西

川
組
合
長
が
「
祭
文
」
を
読
み
上

げ
魚
族
に
対
す
る
感
謝
の
気
持

ち
を
表
し
、
マ
ダ
イ
や
ホ
ウ
ボ

ウ
な
ど
の
活
魚
を
放
生
し
、
そ

の
後
、
仏
教
会
の
僧
侶
に
よ
る

読
経
の
中
、
参
加
者
が
焼
香
を

し
、
魚
族
の
御
霊
を
慰
め
る
と

と
も
に
航
海
の
安
全
を
祈
り
ま

し
た
。 

 
 

 

海
技
士
臨
時
試
験 

 
 
 
 

合
格
者
発
表 

  

毎
年
３
月
に
行
わ
れ
る
海
技

試
験
の
合
格
を
目
指
す
「
令
和

３
年
度
船
舶
職
員
養
成
講
習
会
」

を
、
当
組
合
の
主
催
に
よ
り
県

立
漁
業
高
等
学
園
に
お
い
て
、

昨
年
１１
月
１５
日
か
ら
本
年
３

月
３
日
ま
で
開
講
し
、
１３
名
が

受
講
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
講
習
会
の
受
講
生
は
、

３
月
７
日
か
ら
９
日
ま
で
実
施

さ
れ
た
「
臨
時
海
技
士
国
家
試

験
（
焼
津
）
」
の
筆
記
・
口
述
試

験
を
受
験
し
、
１６
日
付
で
総
合

発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

そ
の
結
果
、
三
級
海
技
士
（
内

燃
機
関
）
３
名
、
四
級
海
技
士

（
航
海
）
４
名
、
四
級
海
技
士

（
内
燃
機
関
）
２
名
の
計
９
名

全
員
が
見
事
に
合
格
さ
れ
、
引

き
続
き
行
わ
れ
た
免
許
講
習
を

受
講
し
た
後
、
中
部
運
輸
局
よ

り
海
技
免
状
が
交
付
さ
れ
ま
し

た
。 

 

合
格
さ
れ
た
皆
様
、
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
も

船
舶
職
員
と
し
て
水
産
業
発
展

の
た
め
、
大
い
に
ご
活
躍
さ
れ

ま
す
こ
と
を
期
待
い
た
し
ま
す
。 

 

合
格
者 

▼
三
級
海
技
士(

内
燃
機
関) 

 
 

 
 

 
 

磯
﨑 

航
誓 

 
 
 
 
 
 
 

山
下 

新
平 

 
 

 
 

 
 

山
本 

剛
伸 

▼
四
級
海
技
士
（
航
海
） 

 
 

 
 
 

 

阿
部 

翔
太 

 
 
 
 
 
 
 

板
倉 

一
馬 

 
 

 
 

 
 

佐
藤 

悠
二 

 
 

 
 

 
 

島
村 

朋
也 

▼
四
級
海
技
士
（
内
燃
機
関
） 

 
 

 
 

 
 

熊
谷 

龍
二 

 
 

 
 

 
 

島
村 

洋
平 

 

第
４４
回 

全
国
海
の
子
絵
画
展 

  

全
国
漁
業
協
同
組
合
連
合
会

主
催
の
「
全
国
海
の
子
絵
画
展
」

は
、
小･

中
学
生
の
皆
さ
ん
が
絵

を
描
く
こ
と
を
通
し
て
、
海
に

対
す
る
興
味
、
漁
業
に
対
す
る

理
解
や
夢
を
も
っ
て
育
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
い
う
願
い
を
込

め
て
実
施
し
て
い
る
絵
画
展
で
、

今
年
で
４４
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。 

 

今
年
の
全
国
か
ら
の
応
募
作

品
数
は
、
小
学
校
の
部
約
５
千

点
、
中
学
校
の
部
約
９
百
点
、
合

わ
せ
て
約
６
千
点
で
、
こ
れ
ら

の
応
募
作
品
の
中
か
ら
各
都
道

府
県
で
厳
選
さ
れ
た
作
品
１０１
点

が
本
絵
画
展
に
出
展
さ
れ
、
小･

中
学
生
の
皆
さ
ん
が
、
日
頃
の

生
活
の
中
で
漁
業
を
見
つ
め
、

感
じ
た
こ
と
を
色
彩
豊
か
に
表

現
さ
れ
た
力
作
ぞ
ろ
い
の
な
か
、

特
別
賞
２８
点
が
選
ば
れ
ま
し
た
。 

 

地
元
焼
津
市
の
受
賞
者
は
次

の
通
り
で
す
。 

 

▼
教
育
美
術
振
興
会
理
事
長
賞 

 
 

白
鳥 

り
お
ん 

 

（
大
富
中
学
校
３
年
） 

▼
全
漁
連
会
長
賞 

 
 

瀧
井 

直
輝 

（
小
川
小
学
校
４
年
） 

 
 

海
野 

優
真 

 
 

（
豊
田
小
学
校
５
年
） 

 

「
は
た
ら
く
職
人
」 

 
 

 
 

 
 

（
白
鳥
り
お
ん
） 

 
 

二
瓶 

か
ん
な 

（
小
川
小
学
校
６
年
） 

 
 

白
鳥 

か
れ
ん 

（
大
富
中
学
校
１
年
） 

 
 

加
藤 

志
依 

（
大
富
中
学
校
２
年
） 

 
 

瀧 

汐
里 

（
豊
田
中
学
校
３
年
）  

 

 
 

[
 
]

内
は
旧
任 

昇
格
者 

▼
市
場
部
長 

 
 
 
   

  
  

山
田 

真
己 

[

市
場
部
次
長] 

▼
総
務
部
長
心
得 

 
 
 
   

  
  

浦
谷 

寛 

[

総
務
部
次
長
兼
庶
務
課
長] 

▼
葬
祭
部
次
長
兼
庶
務
課
長 

 
 
 
   

  
  

寺
田 

武
敬 

[

葬
祭
部
次
長
心
得
兼
庶
務
課

長] 

▼
冷
蔵
部
業
務
一
課
長
兼
機
械

課
長
兼
超
低
温
冷
蔵
庫
係
長 

 
 
 
   

  
  

望
月 

雄
二 

[

冷
蔵
部
業
務
一
課
長
心
得
兼

機
械
課
長
心
得] 

▼
総
務
部
指
導
課
長
心
得
兼
指

導
係
長
兼
共
済
係
長 

 
 
 
   

  
  

橘
川 

和
正 

[

総
務
部
指
導
課
指
導
係
長
兼

共
済
係
長] 

▼
総
務
部
庶
務
課
長
心
得
兼
庶

務
係
長
兼
労
務
課
労
務
係
長 

 
 

 
   

  
  

鈴
木 

聖
岳 

[

総
務
部
庶
務
課
庶
務
係
長
兼

労
務
課
労
務
係
長] 

 

部
外
異
動 

▼
総
務
部
庶
務
課
庶
務
係
長
と

し
、
㈱
ヤ
イ
ヅ
ツ
ナ
コ
ー
プ
へ

出
向 

 
 

 
   

  
  

原
木 

一
紀 

[

冷
蔵
部
業
務
一
課
超
低
温
冷

蔵
庫
係
長] 

 

部
内
異
動 

▼
冷
蔵
部
業
務
二
課
外
港
冷
蔵

庫
係 

 
 

 
   

  
  

種
石 

優
貴 

[

冷
蔵
部
業
務
一
課
超
低
温
冷

蔵
庫
係] 

 

正
職
員
と
し
て
登
用 

▼
葬
祭
部
庶
務
課
庶
務
係
兼
営

業
課
営
業
係 

 
 

 
   

  
  

朝
比
奈 

秀
明 

▼
葬
祭
部
庶
務
課
庶
務
係
兼
営

業
課
営
業
係 

 
 

 
   

  
  

鈴
木 

嘉
乃 

 

新
規
採
用
者
（新
卒
） 

（
下
記
事
の
通
り
） 

 

定
年
齢
到
達
者 

▼
総
務
部
労
務
課
主
幹(

嘱
託) 

 
 

 
   

  
  

稲
見 

康
義 

[

総
務
部
労
務
課
長] 

▼
冷
蔵
部
業
務
二
課
主
幹(

嘱

託) 

 
 

 
   

  
  

服
部 

誠 

[

冷
蔵
部
業
務
二
課
長] 

▼
冷
蔵
部
販
売
課
販
売
係
兼
食

品
係(

嘱
託) 

 
 

 
   

  
  

横
山 
幸
子 

[

冷
蔵
部
販
売
課
販
売
係
兼
食

品
係] 

▼
（
退
職) 

 
 

 
   

  
  

佐
々
木 

初
美 

[

市
場
部
会
計
課
計
算
係]

  

 

 

 

 

 

 

 


